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爾や掌星その他
　拝啓：船上梅雨の候，過日は神戸にて「ジヤバと天文學」と題する御話，誠

に興味深く拝嬬いたしました．

（・一）近頃「南十字星」といふ言葉が南：方涙遣の皇軍三士の便りの中に，或は

　報導戦士の筆にのる様ですが，それにつけても「天界」七月號に載せられて

　おります野尻さんの「示申武の創星」の文面白く，興味深く讃了した次第です．

　’別紙，添附しましたのは「モダン日本」（昭和十七年五月號）の内にありまし

　た南十字星と言ふ小文でありますが，南：方航行者にとって如何に南十字星が

　印象深きものであるかと言ふ事が判ります．

（二）　叉，別の切抜は，大阪朝日昭和十七年六月十三日の夕刊に現はれたもの

　で，天文記者（猫逸入）とありますが，この：方は，先生のお話中にあった様

　に思ぴますが，’如何ですか？

（三）　歌にあらはれた星や，俳句に現はれた星は，古來多くあり，

　　　　明月や池をめぐりて夜もすがら

等はポピユラなものであDますが，頃日

　　　　この吾も××も共に死ぬるてふ彗星も宿す今日も暮れしか

　　　　　　　　（水上瀧太郎全集第八春に明治四十三年の作として所載）

といふのを獲見して，過日先生のお話中にありました先生高等學校御在學中の

出忌事をこれ又異った目と異ったセンスをもつて彗星を見た例として，面白さ

を見出しました．

　右駄辮一くさり失禮しました．敬具

　　昭和十七年六月十九日朝　　　　　　　　　　　　神戸　桐　山　一　雄

　　　　　　　　　　　　塵i北支郵便り

　☆日蝕に下する：風選と講演

　1941年九月3日，窪川會長は招聴されて午前は墓北一高女，午後は毫北二高

女で日蝕に關する通俗講演禽を開き，生徒一E同に“科學する心”を深めさせた，

同17日夜，吉村昌久氏は墓日二上で催された毫轡山岳會例會席上に於て，由岳

人の爲の來る日蝕を中心とした趣味談をなされた．

　J．F．　A．　K．の特別プログラムに呼慮して，8日夜，東方氏“日蝕に封ずる

傳説と慣習”，18日夜，堀川氏“肉眼日蝕観測に就て”，19日夜，和：泉氏“太陽

と月”，25日夜，吉村氏“秋の星室”一四會員による放邊が行はれた．
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　　☆團蝕悔議會
　役員のみでの打合禽は幾度となく開かれたが，いよいよ切迫しだ，九月18日

夜，公會堂二階に於て，0．A．　A．遠征除の一蔀を迎へて，最後の協議を行ふ・

交通不便の爲富貴角告きの二二を限定する事，最悪の場合まで考慮して，一

同二十記名憂慮の中に・も張切る．

　　☆虚本誌士＆趨1ふ

　九月20日，來毫の山本一清博士を吉村氏は基隆へ出迎へ，公會堂なる本陣へ

御案内，小憩の後，放途協會の車で富貴角へ直行された．

　　☆冨射角騒鯨藪瀾

九月20日，逓信音醍供の・畝二墓に分乗して富貴角燈壷官含へ向ふ．當夜は

座談會に夜の更けるのを忘れる．官舎の全部を使用しても牧町出門ぬ爲，石門

へ泊らされた人もあり，燈毫の塔内で寝た人もあった．

　翌，二日，恵まれぬ條件の中に一同奮戦，豫想以上の好成績を上げる．襯測

後，邸時，燈毫にサヨナラする．蹄途のバスは故障績出，降りて押す悼惜を知

らす，北画慮りの路で眠たり，忘れられぬ印象を受け，22日三時家に着く・

一J☆日蝕を語る會　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　九月22日夜，息をつく間もなく，山本博士を園んで，公會二二門中三物室に

て開催．席上博士は“日蝕より來たる入生観”“日本天文學振興論”を一時間鯨

に亘る熱辮を振はれ，五十飴名の参魯者に深い感銘を與へた．23時散禽．

　　☆“火墨と月”観望禽

　十月5日夜，於公會堂ドーム内．夕方頃に降った雨の爲　來會者十干に足ら

ぬが，和氣鴇々に，宇宙の示申秘を漏喫して散會．

　☆†一月忌門
　十一月21日，於公會堂一階三間．出席二十数名．上海で開かれた東亜氣象會

議の毫轡代表として行かれた窪川愈長の族行土産話に興味の耳を傾ける．來會

者には好個の土産“蘇州天文圖”の複爲が配られた1

　　☆「展覧曹」初乳二二

　十二月12日，17時，新公園協和・會舘に於て，窪川里長，吉村氏，和泉氏，細

谷氏，小生とで天文思想普及と日蝕報告を目的とする展覧會開催に付て，諸具．

艦案を協議した．皇轡最初の企てとしても，二三を啓蒙する遽大な希望に各k

意氣、昂揚す。

　　☆新入曾貴情勢

　16年度後払に於ける新入會員は四十五名で次の如くです．

　　男子三十七名（内地五名，地方四名）　女子　　八名（地方一名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（察章献誌）


